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スターター チームＡ： ＃１，＃２，＃８，＃１６，＃２３ 

 チームＢ： ＃２，＃６，＃７，＃９，＃２３ 

ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 

男子決勝は，５連覇を狙う第１シードの琴丘と第２シードの厚生倶楽部が順当に勝ち進み、１４年連続の決

勝同カードとなった。 

 

第１Ｑ，琴丘、厚生ともにマンツーマンディフェンスでスタートする。両チームとも出だしに硬さが見られ、トラ

ベリングやオーバータイムなどのターンオーバーが目立ち、得点が伸びない。厚生は＃７草皆のドライブから

＃２伊藤、＃６渡部へのアシストパスによるゴール下での得点。琴丘は＃３佐々木の３P、＃４石橋の速攻で

対抗するも５分を経過し、６－５厚生リードのロースコアの展開。琴丘は残り２分を切り１２－９とリードされたと

ころで、ガードの＃１８吉元を投入し、流れを変えようとするも展開は変わらず１４－１１厚生リードで第１Q を終

了する。 

 

第２Ｑ，琴丘は＃１２菊地を投入し、すかさず得意の３Pを決め、１６－１６の同点に追いつく。さらに＃４石橋

のスティールから＃１８吉元が走り速攻で得点。３分経過したところで、琴丘が１回目のタイムアウトを請求す

る。タイムアウト明けに＃１８吉元が３P を沈め、２１－１６と琴丘がリードを広げたところで、今度は厚生が流れ

を切るためのタイムアウト。厚生＃１６大塚の速攻、＃４１青井のゴール下で追いつこうとするも、＃１２菊地の

連続３P等で簡単には追撃を許さない。結局、琴丘が逆転に成功し、３２－２５の７点リードで前半を折り返す。 

 

３Ｑ，後半開始早々、琴丘は＃３佐々木、＃４石橋の連続速攻で、さらに得点を引き離しにかかり、２けた得

点差とする。厚生は、４分間で＃２３安田のミドルレンジからのジャンプショットの２点のみと苦しい展開。後半

最初のタイムアウトで立て直しを図る。しかし、脚が止まった厚生は、琴丘の展開の速さについていくことがで

きず、＃４石橋、＃１８吉元、＃９１金澤連続速攻や＃３佐々木のゴール下への合わせのプレイで、４８－３１と

逆に一気に点差が広がる。残り３分を切ったところで、ようやく＃４１青井のゴール下や＃２３安田の３Pで加点

するも、追いつくには至らず５１－３８で第３Q を終了する。 

 

第４Ｑ，琴丘は速攻で＃４石橋からの好アシストを受けた＃９１金澤が得点を決める。厚生は＃８吉川のイ

ンターセプトからの得点などで追い上げを図るも、勝負どころでゴール下のイージーショットが外れてしまう。そ

の間に＃０二田のジャンプショットが決まり、残り５分６２－４５とさらに点差を広げる。その後、厚生は＃９近江

の３P、＃６渡部のゴール下でのショットで加点する。しかし、琴丘はルーズボールやオフェンスリバウンドを粘

り強く拾い、確実に得点を積み重ねていく。結局、メンバーを交代する余裕を見せ、７３－５５でゲームを終了

する。 

 

三種体協琴丘が、２Q以降厚生にリードを許すことなく５連覇を飾った。 


